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－ 1 －

は
じ
め
に

　
わ
が
国
に
お
け
る
南
極
関
係
史
に
は
二
度
の
大
き
な
挑
戦
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
一
度
目
が

白し
ら

瀬せ

矗
　の
ぶ（
１
）を

隊
長
と
す
る
明
治
末
の
南
極
探
検（
２
）で
あ
り
、
二
度
目
が
一
九
五
〇
年
代
の
国
際
地

球
観
測
年（
３
）を

期
し
た
南
極
地
域
観
測（
４
）へ

の
参
加
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
困
難
を
顧
み
な
い
人
々

の
挑
戦
の
軌
跡
で
あ
り
、
彼
ら
の
業
績
は
わ
が
国
の
科
学
史
に
重
要
な
足
跡
を
残
し
、
同
時

代
に
お
い
て
は
国
際
的
な
評
価
や
、
国
民
の
意
識
の
高
揚
を
も
た
ら
し
た（
５
）。

そ
の
一
方
で
、

当
時
の
日
本
の
国
際
的
地
位
や
経
済
力
、
調
査
・
観
測
事
業
へ
の
国
家
的
支
援
の
不
十
分
さ

な
ど
か
ら
、
そ
の
南
極
へ
の
旅
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
困
難
極
ま
る
挑
戦
だ
っ
た
と
い
え
、
彼
ら

の
意
識
や
業
績
の
無
二
の
価
値
が
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
未
知
の
領
域
へ

の
調
査
・
研
究
に
対
す
る
意
識
や
評
価
の
低
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
と
も
い
え
る（
６
）。

　
こ
の
二
度
の
南
極
へ
の
挑
戦

に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
に
も
山

梨
県
出
身
者
が
関
与
し
て
い

る
。
白
瀬
南
極
探
検
隊
に
は
、

本
稿
で
取
り
上
げ
る
市
川
大
門

村
（
市
川
三
郷
町
）
出
身
の
村

松
進（
７
）が

、
南
極
探
検
船
開
南
丸

の
機
関
士
の
ち
隊
長
秘
書
と
し

て
参
加
し
、
昭
和
の
南
極
地
域

観
測
に
は
、増
田
村
（
笛
吹
市
）

出
身
の
矢
田
喜
美
雄（
８
）が

観
測
事
業
へ
の
参
加
へ
の
提
唱
者
と
し
て
名
を
の
こ
し
て
い
る
。
村

松
と
矢
田
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
立
博
物
館
夏
期
企
画
展
「
た
ん
け
ん
！
は
っ
け
ん
！
南
極

展
　
壮
大
な
自
然
と
人
々
の
物
語
」
（
９
）

に
お
い
て
紹
介
し
た
が
、
ま
だ
十
分
に
そ
の
動
向
は
知

ら
れ
て
は
い
な
い
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
南
極
展
で
紹
介
し
た
資
料
や

調
査
状
況
を
中
心
と
し
て
、
村
松
家
資
料
な
ど
比
較
的
資
料
状
況
に
恵
ま
れ
て
い
る
村
松
進

に
つ
い
て
、
そ
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
村
松
進
の
生
涯
と
業
績
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
親
戚
筋
に
あ

た
る
村
松
定
史
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
白
瀬
南
極
探
検
隊
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館
（
秋
田
県
に
か
ほ
市
）
の
石
船
清
隆
氏
に
ご
教
示
い
た

だ
い
た
。

一
、
村
松
進
の
履
歴
に
関
し
て

　
最
初
に
村
松
進
の
人
物
像
に
ま
つ
わ
る
基
本
的
な
事
柄
を
み
て
み
よ
う
。
村
松
家
は
、
戦

前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
郷
土
史
家
の
中
心
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
た
村む
ら

松ま
つ

志し

孝こ
う
（
蘆ろ

洲し
ゅ
う）
（
（1
（

や
、

甲
斐
国
に
種
痘
を
も
た
ら
し
た
医
師
・
村む
ら

松ま
つ

岳が
く

佑
ゆ
ゆう

ゆ
う（を
輩
出
し
て
い
る
。
村
松
進
は
医
家
の
系

統
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
長
兄
は
県
病
院
長
も
務
め
た
村む
ら

松ま
つ

學が
く

佑
ゆ
ゆう

ゆ
う（で
あ
る
。
村
松
定
史
氏

の
ご
教
示
を
中
心
に
、
村
松
進
の
略
歴
を
表
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
明
治
十
八
年
八
月
十
八
日
　
村
松
覺
雄
・
な
か
夫
妻
の
三
男
（
第
五
子
）
と
し
て
誕
生

　
　
明
治
三
十
二
年
四
月
　
　
　�

旧
制
山
梨
県
中
学
校
（
の
ち
の
旧
制
甲
府
中
学
校
）
に
入

学
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－ 2 －

　
　
明
治
三
十
五
年
三
月
　
　
　
旧
制
山
梨
県
第
一
中
学
校
卒
業（

（1
（

　
　
明
治
三
十
九
年
　
　
　
　
　
横
須
賀
海
兵
団
入
隊

　
　
明
治
四
十
三
年
十
月
　
　
　
白
瀬
南
極
探
検
隊
入
隊

　
　
明
治
四
十
五
年
五
月
　
　
　
帰
国

　
　
不
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
洋
興
業
入
社
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
ヤ
ル
ー
ト
島
勤
務

　
　
不
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
に
て
実
業
に
従
事

　
　
大
正
十
五
年
二
月
　
　
　
　
病
に
か
か
る

　
　
昭
和
二
年
六
月
十
四
日
　
　
死
去

　
こ
れ
ら
の
経
歴
は
、
村
松
進
の
墓
所
で
あ
る
花
園
院
（
市
川
三
郷
町
）
に
あ
る
墓
石
に
刻

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
村
松
家
と
進
に
関
す
る
事
が
ら
と
し
て
、
父
で
あ
る
覺
雄
の
早

世
も
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
明
治
二
十
八
年
十
月
五
日
　
村
松
覺
雄
死
去

　
村
松
進
の
生
い
立
ち
の
な
か
で
、
わ
ず
か
十
歳
の
時
に
父
を
失
っ
た
こ
と
は
、
彼
ら
残
さ

れ
た
遺
児
た
ち
の
学
業
や
成
長
に
少
な
く
な
い
影
響
が
あ
り
、
母
な
か
が
彼
ら
の
進
学
や
進

路
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
、
村
松
進
の
実
姉
小
島
み
つ
じ
の
手
記
「
私
の
生
母

に
つ
い
て
」（

（1
（

に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
小
島
の
手
記
に
は
、
彼
ら
の
母
な
か
が
、
き
ょ
う
だ

い
の
進
学
の
機
会
に
後
押
し
を
し
た
こ
と
や
、
腕
白
な
三
男
進
の
育
児
に
手
を
焼
い
た
こ
と
、

ま
た
南
極
探
検
へ
の
参
加
に
も
「
村
松
家
に
は
い
ま
だ
直
接
国
家
の
為
に
力
を
尽
し
た
者
は

一
人
も
な
い
、
大
い
に
や
っ
て
き
な
さ
い
」
と
後
押
し
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
村
松
進
の
姪
に
あ
た
る
村
松
菊
枝
（
學
佑
の
三
女
）
の
手
記（

（1
（

に
は
、
若
き
日
の
村
松
進
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　�

進
叔
父
は
生
来
平
穏
無
事
な
生
活
に
甘
ん
じ
ら
れ
な
い
人
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
甲
府
中
学
校
を
卒
業
後
、
横
須
賀
海
兵
団
に
入
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間

祖
母
の
な
か
や
長
兄
学
佑
（
私
の
父
）
を
大
分
手
こ
ず
ら
せ
た
ら
し
く
、
当
時
病
院
を

経
営
し
て
い
ま
し
た
父
は
あ
る
日
患
者
さ
ん
か
ら
「
先
生
の
弟
さ
ん
が
駅
で
切
符
切
り

を
し
て
い
ま
す
よ
」
と
告
げ
ら
れ
て
び
っ
く
り
し
て
了し
ま

っ
た
と
か
。
あ
れ
に
は
弱
っ
た

と
後
年
母
が
述
懐
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
村
松
家
の
女
性
た
ち
の
記
録
に
よ
っ
て
、
村
松
進
の
活
発
な
人
柄
が
垣
間
見
え
、

南
極
探
検
と
い
う
道
へ
と
つ
な
が
る
人
物
像
の
一
端
が
感
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
家
族
か
ら
の
視
線
の
村
松
進
と
い
う
人
物
の
輪
郭
が
み
え
て
き
た
一
方
で
、
ま
だ
よ
く
わ

か
ら
な
い
の
が
、
村
松
進
の
学
業
か
ら
就
職
、
白
瀬
南
極
探
検
隊
へ
の
入
隊
に
い
た
る
経
歴

で
あ
る
。
墓
碑
銘
に
は
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
三
月
、
旧
制
甲
府
中
学
校
卒
業
と
あ

る
が
、
同
年
の
同
校
の
卒
業
者
名
簿
に
は
石い
し

橋ば
し

湛た
ん

山ざ
ん

（
二
年
落
第
し
て
の
年
次
な
の
で
村
松

進
と
は
厳
密
に
は
同
級
で
は
な
い
）
や
、
の
ち
に
甲
府
市
長
を
務
め
る
新し
ん

海か
い

栄え
い

治じ

の
名
前
が

あ
る
が
、
こ
の
名
簿
に
村
松
進
の
名
前
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
い（

（1
（

。
前
後
数
年
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
り
、
村
松
は
卒
業
を
待
た
ず
に
中
途
で
退
学
す
る
よ
う
な
、
何
ら
か
の
特
殊
な
事

情
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
同
校
の
関
係
資
料
を
中
心
に
、
今
後

に
調
査
す
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
横
須
賀
海
兵
団
で
の
村
松
進
の
動
向
に
つ
い
て
も
、
管
見
の
限
り
関
係
す
る
資
料
を
見
出

す
に
至
っ
て
い
な
い
。
村
松
進
に
と
っ
て
、
こ
の
海
兵
団
（
海
軍
）
経
験
こ
そ
が
、
機
関
士

と
し
て
の
白
瀬
南
極
探
検
隊
へ
の
参
加
に
つ
な
が
る
経
歴
と
な
る
の
で
、
今
後
の
重
要
な
課

題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
村
松
定
史
氏
は
、
白
瀬
南
極
探
検
隊
に
応
募
し
た
隊
員
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た

医
師
の
名
前
に
「
村
松
」
の
名
を
見
出
し
、
こ
れ
は
村
松
進
の
実
兄
で
あ
る
學
佑
で
あ
る
可

能
性
を
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
白
瀬
探
検
隊
に
お
い
て
書
記
長
の
職
に
あ
っ
た
多た

田だ

恵け
い

一い
ち

の
『
南

極
探
検
私
録
』（

（1
（

の
「
船
員
決
定
」
の
項
に
は
、「
以
前
発
表
し
た
資
格
を
具
備
し
、
其
履
歴
の

比
較
的
良
好
な
も
の
二
十
餘
名
に
召
集
状
を
発
し
て
、
十
月
廿
七
日
午
前
九
時
か
ら
帝
国
醫

科
大
学
入
澤
内
科
で
其
体
格
検
査
を
行
ふ
こ
と
ゝ
な
つ
た
。
検
査
醫
は
伊
賀
、
村・
松・
、
田
澤

の
三
醫
学
士
で
、
此
中
の
合
格
者
十
名
の
中
か
ら
即
日
仮
採
用
に
決
し
、
入
渠
中
の
用
船
補

修
の
勤
務
に
願
ひ
し
も
の
は
左
記
氏
名
の
者
で
あ
つ
た
。」（
※
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）
と
、

出
港
一
ヶ
月
前
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
情
を
記
述
し
て
い
る
。
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